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  米大リーグのシカゴ・カブスが７１年ぶりワールドシリーズ（ＷＳ）に進出し、１１月２

日に第７戦が⾏なわれ、１９０８年以来１０８年ぶりに優勝を果たした。カブスのファンは喜

びを爆発させ、そして叫んだ。「ヤギの呪いは解けた！」と。 

 

事件は１９４５年１０月６日にカブスの本拠地で⾏なわれたＷＳ第４戦で起きた。熱狂的なカ

ブスのファン、ビリー・シアニスさんがペットのヤギと一緒に観戦していたところ、「臭い」

という理由で退出を命じられた。怒ったビリーさんは、「ヤギの入場が許されるまで、カブス

は２度と優勝できない！」と言い放ち球場を後にした。果たせるかなビリーさんの言葉は現実

となり、その年カブスは第７戦でタイガースに敗退。以降、今シーズンまで 70 年もの間、Ｗ

Ｓに出場することすら出来ず、⻑きにわたって「ヤギの呪い」のジンクスとしてカブスを悩ま

せたのだった。 

 

実は聖書には「ヤギの呪い」が登場する。難解な箇所として知られ、今から約３５００年前に

書かれたレビ記の１６章に記されている「アザゼルのヤギ」がそれだ。神の命により古代イス

ラエルの人々は、自分たちの罪のつぐないのために２頭のヤギを用意し、１頭を神に捧げるた

めに殺して血を注ぎ出し、アザゼルと呼ばれるもう１頭のヤギは  

 

「生きているヤギの頭に両手を置き、イスラエル人の全ての咎と、全てのそむきを、どんな罪 

 であっても、これを全部それの上に告白し、これらをそのヤギの頭の上に置き、係りの者の 

 手でこれを荒野に放つ。そのヤギは、彼らの全ての咎をその上に負って、不⽑の地へ⾏く。 

 彼はそのヤギを荒野に放つ。」          レビ記１６章２１-２２節、 

 

とあるように、人々の罪を負って荒野に放たれた 。他者に責任転嫁する“スケープゴート”は

ここから来ている。この２頭のヤギは、この１５００年後に神から人類へ送られた救い主であ

るキリストを表し、まさに彼は十字架上で血を注ぎ出し、我々全てが犯した罪を背負って代わ

りに罰を受け、我々の罪を永久に追放して呪いを解いて下 さったことを指す。イエスを信じ

る者は、やがていかなる苦難からも解放され、喜びを爆発させる時が来る。  2016-11-25  



  
 


